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	参加目的：

1. 超強磁場研究の世界動向を知ることで、自分の研究をより発展させ独創的なものにするため

2. 世界の研究者とディスカッションを行うことで、国際的な人脈を作るため

3. 酸素という身近でかつ磁気的に興味深い物質に関して、100 T以上で初めて得られた結果を世界の強磁場研究者にアピールするため

	会議の状況：
世界の強磁場研究拠点で行われている実験技術開発に関する発表と、それを用いた物性研究に関する発表が主なものであった。特に、ロスアラモスのグループによる非破壊型100 Tマグネット開発とその応用に関する発表は衝撃的で、強磁場研究の更なる可能性を思わせるものだった。

	成果概要：

一巻きコイル法を用いて、100 T超における固体酸素の物性測定に世界で初めて成功した。その結果は磁場による固体酸素の格子変形を示唆するものであり、磁場誘起新規相の探索に向けた第一歩として、非常に重要なものと解釈される。

当該学会では、本研究の動機と現状の実験結果に関して、ポスターセッションにて発表を行った。発表は盛況で、海外の研究者の方にも広く興味を持っていただき、酸素という物質の一般的な興味を再確認できた。また、韓国の学生と英語で円滑なコミュニケーションを行い、物理に関する議論ができたことは申請者の大きな自信になった。
また以前に固体酸素の研究に携わっていた方とディスカッションする機会があり、興味深い話を聞くことができた。実験の、論文にならないような詳細を知るのに、直接顔を合わせて議論ができる学会という機会はとても貴重だと実感した。


